
令和 7 年度 第 2 回 北部中学校運営協議会 会議録 

 

 

1.  開催日時   令和 7 年 11 月 17 日（月）14 時 00 分から 15 時 30 分 

2.  開催場所   北部中学校 会議室 

3.  出席委員   遠藤 喜和  谷口 幸子  高木早由里  佐野 孝輔 

         松山 佳典 

4.  欠席委員   石坂 昌義  安藤 菜苗  

5.  学校支援コーディネーター  渡邊 薫 

6.  学校      渡辺 博幸（校長）  井口 崇光（教頭）  松島 愛（３学年主任）  

         植田 彩（CS ディレクター） 

7.  教育委員会   なし 

8.  傍聴者       なし 

9.  会議録作成者  植田 彩（CS ディレクター） 

10.  議長の選出 

   遠藤委員から佐野委員を推挙する旨の発言があり、全員意義なくこれを承認した。 

11.  協議事項 

(1)各学年の取組について 

   ・1 年生 二大行事 

 ・2 年生 未来授業・勤労体験学習 

 ・3 年生 進路に向けた面接練習 

(2) ・本校の部活動について 

・浜松市の休日の部活動の地域展開について 

12.  会議記録 

・司会の教頭から、委員総数 7 人のうち 5 人の出席があり過半数に達しているため 

会議は成立している旨の報告があった。 

・初めに遠藤会長と校長より挨拶があり、教頭より前回（令和 7 年度第 1 回）会議録の説明と 

報告を行った。 

・前回松山委員より南門付近の学校敷地内に防災用の貯水槽があると聞いたので確認 

したいという意見があり、今回学内を確認すると確かに校内に貯水槽があった。有事の際、 

学校関係者のみならず近隣の方の使用もできるということも併せて確認することができた。 

・PTA 加入率について、10 数名が再加入し PTA 会費を納めていただけた。 

 

(1) 各学年の取組について 

 議長の指示により、松島教諭から別紙資料に基づき各学年の取組について説明があり、 

委員からは以下の発言があった。 

・10 月の緑翔祭と体育大会を見学し、生徒たちがとても真剣に取り組んでいた。あのように

進めて頂けるなら、結果はどうあれ自分たちは頑張ったんだという感情が生まれて 

心の安定につながり、学校がより過ごしやすい環境になるのではと思う。（遠藤委員） 

・両行事は仲間意識を生み、心が成長していくにあたって行事を実体験として体験すること

が本当に大切だと感じた。また、松島教諭から 3 年生の CS 委員による面接練習の説明を 



聞き、外部の人々との面接は生徒たちにとって新しい良い体験になると思った。 

（高木委員） 

・松島教諭による各学年の取組の説明がありがたかった。わが子の時を思い返し、 

両行事には先生も入ってクラスが 1 つになったことを思い出した。それが伝統として 

引き継がれていることを実感した。（谷口委員） 

 

協議の結果、全員意義なくこれを承認した。 

 

(2) ・本校の部活動について 

議長の指示により、校長から別紙資料に基づき本校の部活動の状況について 

説明があった。 

 

・浜松市の休日の部活動の地域展開について 

議長の指示により、教頭から映像資料に基づき浜松市の休日の部活動の地域展開に 

ついて説明があり、委員からは以下の発言があった。 

・わが子の時代の部活動を思うと、夏休みや土日はすべて部活がみっちりあった。その 

苦しさもあるが、それでこそ部活の仲間は今も繋がって団結している。その仲間と共に 

休み時間を過ごせるというメリットもあった。休日も部活で忙しいからこそ余計なことを 

考えなかった、非行に走る暇がなかった。（谷口委員） 

・今後の浜松市の部活の在り方について、市立と私立の学校に違いは出てくるのか？ 

（谷口委員） 

→部活に特化したい生徒が私立を希望する可能性は考えられる。（校長） 

・中体連は続いていくのか？（谷口委員） 

→まだはっきりされていない。平日の活動であれば教員が引き続き関わることができる。 

（校長） 

・磐田市など、浜松市以外の部活動の状況は？（谷口委員） 

→全国と比較すると浜松市はまだ部活を残そうと粘っているほう。他都市では新人大会を 

とりやめたり、平日の活動も教員の勤務時間までとしたり、部活動を縮小している。 

兵庫県の神戸市は休日だけでなく、平日の部活動も廃止するそうだ。（校長） 

・男子サッカー部、女子バスケットボール部の元保護者としては、かつて朝から晩まで練習、 

土日も両方部活ということでもう少し家族での時間があったらと感じていた。土日の練習に 

ついては先生はいつ休んでいるのだろうと心配もあった。今後は親も選択に悩むだろう。 

（高木委員） 

 

協議の結果、全員意義なくこれを承認した。 

 

14.  報告 

    学校支援コーディネーターより図書館の地域ボランティアの方々との活動報告があった。 

    ・図書委員の生徒たちの発案で、ボランティアの方の協力を頂き図書にクリスマス 

ラッピングをして貸出を行う。 

 



    教頭より以下の報告があった。 

    ・令和 7 年度 学校運営協議会自己評価表の記入について 

 

   その他の連絡事項 

司会から、次回の学校運営協議会の開催日時と卒業式の開催日時の案内があった。 

 

次回会議は、令和 8 年 2 月 6 日（金）午後 2 時 00 分から 

 


